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《
会
員
著
書
紹
介
》

髙
倉
一
紀
・
菱
岡
憲
司
・
龍
泉
寺
由
佳　

編

神
道
資
料
叢
刊
十
四
『
小
津
久
足
紀
行
集
（
二
）』

本
書
は
、
小
津
久
足
（
号
桂
窓
、
一
八
〇
四
〜
一
八
五
八
）
の
紀
行

文
を
紹
介
す
る
『
小
津
久
足
紀
行
集
』
の
第
二
巻
で
あ
る
。
本
書
の
構

成
は
以
下
の
通
り
。

解
題

凡
例

本
文

	

班
鳩
日
記

	

ぬ
さ
ぶ
く
ろ
日
記

	

熊
野
日
記

小
津
久
足
は
伊
勢
松
坂
の
人
で
、「
湯
浅
屋
」
六
代
目
、
小
津
新
蔵

（
与
右
衛
門
）
と
し
て
干
鰯
問
屋
を
営
ん
だ
豪
商
で
あ
る
。
彼
は
文
化
的

方
面
に
お
い
て
も
盛
ん
に
活
動
し
て
お
り
、
そ
の
文
事
に
は
、
紀
行
・

詠
歌
・
蔵
書
・
小
説
受
容
の
四
つ
の
柱
が
見
出
せ
る
。
中
で
も
後
二
者

に
関
し
て
は
、
西
荘
文
庫
の
主
と
し
て
、
ま
た
曲
亭
馬
琴
の
知
友
と
し

て
著
名
で
あ
り
、
小
津
久
足
の
研
究
も
こ
の
二
つ
の
営
為
に
多
く
の
関

心
が
注
が
れ
て
き
た
。
一
方
、
紀
行
・
詠
歌
に
つ
い
て
は
長
ら
く
等
閑

に
付
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
本
資
料
叢
刊
に
よ
る
紀
行
集
の
刊
行
や
本

書
編
者
の
一
人
で
も
あ
る
菱
岡
憲
司
氏
の
研
究
（「
小
津
久
足
の
歌
稿
に

つ
い
て
」『
文
献
探
究
』
第
五
〇
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
、
ほ
か
）
な
ど

も
あ
っ
て
、
近
年
、
そ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
。

久
足
は
十
四
才
で
本
居
春
庭
に
入
門
し
て
お
り
、
以
来
国
学
（
古
学
）

の
研
鑽
を
重
ね
、
ま
た
晩
年
に
い
た
る
ま
で
詠
歌
に
も
精
進
し
た
。
し

か
し
、
久
足
が
三
十
一
才
の
時
に
執
筆
し
た
「
花
鳥
日
記
」（
天
保
五

年
）
を
境
に
、
彼
の
紀
行
文
に
見
ら
れ
る
、
古
学
に
対
す
る
姿
勢
は
変

化
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
き
て
、
古
学
の
門
人
と
し
て
律
し
て
き

た
自
主
規
制
を
廃
し
、
古
今
和
漢
雅
俗
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
自
由
闊
達
で

歯
に
衣
着
せ
ぬ
物
言
い
を
そ
の
紀
行
文
中
に
書
き
記
す
よ
う
に
な
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
菱
岡
氏
は
〈
古
学
離
れ
〉
と
称
し
て
お
り
、
本
書
所

収
の
「
班
鳩
日
記
」（
天
保
七
年
）
に
も
そ
の
跡
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。

ま
た
本
書
に
は
、「
ぬ
さ
ぶ
く
ろ
日
記
」
草
稿
本
と
「
熊
野
日
記
」

（「
浜
木
綿
日
記
」
の
草
稿
本
）
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
日
記
の
完
成
に

向
け
て
苦
心
し
た
久
足
の
推
敲
過
程
を
窺
う
こ
と
も
で
き
る
。

本
書
を
通
し
て
久
足
の
紀
行
文
、
ま
た
そ
の
中
に
見
ら
れ
る
彼
の
詠

歌
に
触
れ
る
こ
と
で
、
久
足
の
紀
行
・
詠
歌
の
側
面
を
よ
り
明
確
に
把

握
で
き
、
ひ
い
て
は
彼
の
文
化
的
営
為
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

も
可
能
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

（
平
成
二
十
七
年
三
月  
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
神
道
研
究
所  

Ａ
５
版  

三
二
八
頁
）
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深
沢
秋
男
・
伊
藤
慎
吾
・
入
口
敦
志
・	

中
島
次
郎
・
柳
沢
昌
紀　

編

『
仮
名
草
子
集
成
』
第
四
十
九
巻

本
書
は
、
昭
和
五
十
五
年
よ
り
刊
行
が
続
く
、
案
内
記
・
評
判
記
・

教
訓
物
・
笑
話
な
ど
多
様
な
仮
名
草
子
（
約
二
二
六
編
）
を
原
本
に
忠

実
に
翻
刻
し
、
収
録
作
品
の
解
題
を
付
す
シ
リ
ー
ズ
の
第
四
十
九
巻
で

あ
る
（
二
〇
一
五
年
十
一
月
現
在
、
第
五
十
四
巻
ま
で
刊
行
）。
本
書
の

構
成
は
以
下
の
通
り
。

知
恵
鑑
（
万
治
三
年
板
、
十
巻
十
冊
、
絵
入
）（
承
前
）

　
　

巻
第
六

　
　

巻
第
七

　
　

巻
第
八

　
　

巻
第
九

　
　

巻
第
十

　

解
題

竹
斎
（
寛
永
整
版
本
、
二
巻
二
冊
、
絵
入
）

　
　

上
巻

　
　

下
巻

　

解
題

寛
文
板
『
竹
斎
』
全
挿
絵
（
寛
文
板
、
四
巻
四
冊
、
絵
入
）

　

解
題

竹
斎
（
奈
良
絵
本
、
一
冊
、
絵
入
）

　

解
題

長
斎
記
（
写
本
、
一
冊
）

　

解
題

長
者
教
（
古
活
字
版
、
一
巻
一
冊
）

　

解
題

長
生
の
み
か
ど
物
語
（
元
禄
八
年
板
、
一
巻
一
冊
）

　

解
題

　

第
四
十
八
巻
『
知
恵
鑑
』（
巻
一
～
巻
五
） 

正
誤

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
翻
刻
と
解
題
の
担
い
手
は
、『
知
恵
鑑
』
柳
沢
昌

紀
、『
竹
斎
』（
寛
永
整
版
本
）
入
口
敦
志
、『
寛
文
板
『
竹
斎
』
全
挿

絵
』・『
竹
斎
』（
奈
良
絵
本
）
中
島
次
郎
、『
長
斎
記
』・『
長
者
教
』・

『
長
生
の
み
か
ど
物
語
』
伊
藤
慎
吾
で
あ
る
。

（
平
成
二
十
五
年
三
月　

東
京
堂
出
版　

Ａ
５
版　

三
三
八
頁　

一
八
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

大
高
洋
司
・
陳
捷　

編

『
日
韓
の
書
誌
学
と
古
典
籍
』

本
書
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
の
協
力
の
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下
で
行
っ
て
き
た
、
同
館
所
蔵
日
本
古
典
籍
の
調
査
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
実
現
し
た
書
籍
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。（
第
Ⅰ
部
の

コ
ラ
ム
・
第
Ⅱ
部
の
解
題
作
品
名
は
割
愛
し
た
）

は
じ
め
に

日
韓
書
物
交
流
の
軌
跡

第
Ⅰ
部　

韓
国
古
典
籍
と
日
本

	

日
本
現
存
朝
鮮
本
と
そ
の
研
究

	

韓
国
古
文
献
の
基
礎
知
識

	

韓
国
国
立
中
央
博
物
館
所
蔵
活
字
の
意
義

	

高
麗
大
蔵
経
に
つ
い
て
の
新
た
な
見
解

	

日
本
古
典
籍
に
お
け
る
近
世
初
期
の
表
紙
の
変
化
に
つ
い
て

	

　
　
　

―
朝
鮮
本
と
和
本
を
繋
ぐ
も
う
一
つ
の
視
座

	

古
活
字
版
の
黎
明
―
相
反
す
る
二
つ
の
面

	

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
琉
球
『
選
日
通
書
』
に
つ
い
て

第
Ⅱ
部　

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
の
日
本
古
典
籍
―
善
本
解
題

　
【
国
語
学
】

　
【
和
歌
（
写
本
・
版
本
）】

　
【
物
語
】

　
【
中
世
散
文
】

　
【
往
来
物
】

　
【
俳
諧
】

　
【
近
世
小
説
】

　
【
説
経
正
本
・
絵
本
・
草
双
紙
】

　
【
漢
文
学
（
日
本
人
漢
詩
文
）】

あ
と
が
き

日
本
の
古
典
籍
は
積
極
的
に
中
国
、
朝
鮮
半
島
の
書
物
文
化
を
受
け

入
れ
な
が
ら
、
独
自
の
特
色
を
形
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
特
質
を

認
識
し
、
理
解
す
る
た
め
に
は
、
中
国
と
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
書
物
文

化
と
の
比
較
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
隣
国
ど
う
し
で
あ
り

な
が
ら
、
従
来
、
日
本
国
内
に
お
け
る
韓
国
古
典
籍
書
誌
学
に
対
す
る

認
知
度
は
、
中
国
古
典
籍
を
対
象
と
す
る
漢
籍
書
誌
学
に
比
べ
る
と
非

常
に
低
く
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
韓
国
研
究
者
の
日
本
古
典
籍
に
対
す

る
理
解
度
も
同
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

タ
イ
ト
ル
に
あ
る
通
り
、
本
書
で
は
日
韓
の
書
誌
学
・
古
典
籍
を
扱
っ

て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
は
、
日
韓
を
「
比
較
」
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
こ
こ
に
も
限
界
が
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、

一
方
で
、
本
書
に
は
次
の
研
究
段
階
へ
と
進
む
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
詰
ま
っ

て
い
る
こ
と
も
間
違
い
な
い
。

こ
う
し
た
点
で
、
本
書
は
近
い
将
来
に
お
け
る
、
日
中
韓
、
さ
ら
に

は
ア
ジ
ア
漢
文
化
圏
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
古
典
籍
の
比
較
研
究
の
実

現
へ
と
つ
な
が
る
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

（
平
成
二
十
七
年
五
月　

勉
誠
出
版　

Ａ
５
版　

二
〇
八
頁　

二
、〇
〇
〇
円+

税
）


